
センシングデータを使用した環境情報抽出に関する研究

・大学院 人間情報学研究科 教授 若林裕之
・専門分野 : リモートセンシング
・研究分野 : 環境動態解析、機械学習、マイクロ波モデリング
・所属学会 : 日本リモートセンシング学会、電子通信情報学会、
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・マイクロ波レーダデータを使用した災害や環境モニタリングが専門分野です。
・人工衛星搭載や無人航空機(UAV)に搭載されたセンサで計測したデータを使用した
環境計測に関する研究をしています。最近ではセンシングデータからの情報抽出に
機械学習手法を適用しています。

・合成開口レーダデータを使用して被災範囲をモニタリングする手法を研究していま
す。洪水による浸水範囲検出には機械学習を適用しています。また、海氷の面積や
厚さを求める研究を行っています。天候や太陽光に左右されないので極域でも適用
可能です。

リモートセンシング、機械学習、マイクロ波モデリング

・様々なセンシングデータを解析して研究を行った経験から、センシングデータ処理
解析手法に関するノウハウ提供と技術開発のサポートが可能です。

・E-mail: hwaka@mail.tohoku-gakuin.ac.jp
・Tel：022-354-8656
・研究者情報

ResearchMap : https://researchmap.jp/hirowaka3

ResearchGate : https://www.researchgate.net/profile/Hiroyuki-Wakabayashi-2

GoogleScholar : https://scholar.google.co.jp/citations?user=b4LoKoAAAAAJ&hl=ja
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